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研究内容：  

 
【研究目的】 

癌治療法の一種である光線力学療法における副作用を軽減するために，光増感剤と各種がん細胞を用いて毒性発現機

構解明を目的とする．これまでにがん細胞選択性向上のために，光増感剤への糖質の導入を検討し，糖質として D-グルコ

ースか D-ガラクトースをそれぞれ包含した 2 種類の新規光増感剤を合成してきた．また，DDS と PDT を融合させた実験系

について検討を行うことで，細胞選択性の向上や薬物損失を極限まで減少させた革新的な治療モデルを確立する． 

【最近の研究】 

「ミセル化したフタロシアニン誘導体の生物学的評価：細胞毒性および細胞内取り込みの解析」 

作製した光増感剤の有用性を検証するため，生物学的な性能評価を行った．具体的には，治療効率を左右する「細胞毒

性」と，がん細胞への選択性を判断する指標となる「細胞内取り込み量」の 2 点を測定した．これらの試験により本試料が治

療薬としてどの程度のポテンシャルを持つかを多角的に評価した． 

【細胞毒性評価による成果（台湾中興大学との共同研究結果）】 

ミセル化したフタロシアニン誘導体は，HeLa 細胞株において 0.08 mg/mL で細胞毒性を示すことを明らかにした．細胞内へ

の取り込み試験の結果，ミトコンドリア内に特異的に集積することを実験的に明らかにした．また調製したミセルの粒子サイズ

は DLS 測定から計測して，細胞内に取り込まれるサイズであることも明らかにすることに成功した． 
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